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　今日の大佐渡の山並みは色濃く山すそを広げていま
す。空はかすみ、何もかもが穏やかに見えます。事務所
の窓からの山は、今なお私をほっとさせてくれます。目を
さますごとに佐渡のながめが違っているように感じます。
それが、変わり続ける稲穂であったり、山のりょう線、緑の
陰影であったりして、いつも私の足を止める何かがありま
す。約１年と１か月前にはその存在すら知らなかったの
ですが、今ではここにとても慣れてきています。�

　ＪＥＴ（語学指導等を行う外国青年招致事業）からの手紙を見、「佐渡市」
と読んだときには、何が起こるのか予想だにしませんでした。「市」が何かで
あるかさえ知らなかったのです。自分はどこへ行くのだろうとみんなに尋ねる
と「どこ？」という反応でした。それが「ハワイか何かなの？」から始まり、「冬
を無事に過ごして」となるのでした。まぁ、どうにか冬を乗り越えました。・・困
難ではありました・・それ以外の季節の美しさと単純に比較するわけではあ
りませんが。�

　また、美しい景色だけで言うわけではありません。鼓童や鬼太鼓の太鼓
の音を聞くとき、佐渡おけさの歌を聞くとき、（港にカーフェリーが着いたとき
だったりして！）佐渡の海辺で潮騒を聞くとき、生徒に自分の名前が呼ばれ
るのを聞くとき、すごく早い朝、窓のすぐ外で働く人たちの静かな物音を聞く
とき、５時を知らせる畑野のチャイムや、金井の通りを流れる「イエスタデイ」
を聞くとき、夜、消防署の防火パトロールの鐘の音を聞くときなどでさえ、気持
ちがほっとします。�
�
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　佐渡へ来るまでは、「都会っ子」を自認する私でした。街のスリルや途絶
えることのない人の流れ、美術、映画、音楽といった多くの機会をもてること
が何よりも好きです。私の中では、今でも「都会っ子」の部分があるのを分
かっていますが、都会から離れた生活がなんと貴重なものなのかを佐渡は
教えてくれました。文化的イベント、芸術、音楽がないわけではないのです。
それどころか多くあります。このことで佐渡が今まで暮らした中で一番わくわ
くする場所の一つであると感じています。多くのことを見逃したり、見落とし
たりしがちですが、佐渡が与えてくれるすべてのことに挑戦していると自負
でき、うれしく思っています。�

　山にたれこめる雲や、木々が緑、オレンジ、赤、再び緑に戻るのを見たり、
稲田から漂うにおいを感じながら次の１年を楽しみにしています。「佐渡市」
での約１年間が過ぎ、私にとって佐渡での生活がより現実味をおびないは
ずがないのです。ここにいることを本当にうれしく思っています。�
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新潟県　佐渡市�

数字から　明日の日本を　夢デザイン�

Niigata Prefecture 　Sado city




